
アメリカのイラク政策―あまり民主的じゃない政権を民主化したくてやったが思った通りには

ならず、悩んでいる。欧米に近いものを作ろうとして北朝鮮に圧力をかけて、変化させようと

したが、全面的に政策転換して、妥協。諦める。

その地域の実情、ありかたを考えずに、欧米の民主主義体制が至上のものと考えることはでき

ない。でも、日本の例から政治的伝統・体制を外側から植えつけることができると考えてい

て、それ以降アメリカはそれが使命だと考えるようになった。

政治的伝統１

政治権力のあり方

最近のアメリカ、大学で銃乱射。３０人死亡。何で銃規制しないの？政治権力の最後は自分で

自分のみを守ること。それは銃で守るっていうことだ。最終の担保として銃がある。銃ひとつ

とっても、地域ごとで考え方が違う。ロシアは違うけどね。地域によって考え方が違う。それ

を頭に入れてね。偏った考え方はよくない。

日本の政治権力、三権分立してるけど、それは世界の常識ではない。世界を見れば、さまざま

な形態がある。

政治権力がどういう形で生まれ、どうやって人々に浸透してゆくのか考えることは地域研究の

上で有意義である。

中東地域の政治を考えるとき、イスラムなしで考えられる。この地域では、宗教と政治は切り

離せない関係なのだ。イスラムが切り離して考えることができていないなんてのは偏見。欧米

化など考えにくい。ではロシアではどうか？？

貴族がどうなっていたのか？経済力を持って、１８２０から経済的影響力を持つ人が政治にも

参入、政治権力を持っている人とどういう関係を持っていたのか。

本論

宗教的権威と政治的権力のあり方の関係。

キリスト教会と国王の世俗権力が競合した西ヨーロッパとは異なる。西は教皇がいて世俗の権

力に対置することができた。しかし、東ローマ帝国のキリスト教を取り入れたので教皇は存在

せず、ロシアの場合には、神の代理人となるのが地上の皇帝がいた。世俗権力を持ったと同時

に宗教的権力をも持った存在として始まった。この点で西ヨーロッパとロシアは違う。

１３～１５Cのタタールのくびきという事件。ジンギスカンのモンゴル勢力にロシア全土が置

かれる事件。二百数十年間、異なる宗教を持った人々というか、そんな存在に支配されてい

た。そんな中で、人々が信じていたものがキリスト教。そうしていく中でモスクワ公国が生ま

れてゆくのだ。異宗教からの独立の過程。上納金（宗教のお金）の負担もあったし、自分たち

の独立をはたすという共通目的があった。政治権力と宗教的権力は協力し、共生するしかな

かった。ここには競合するような余地はなかった。そこで、世俗権力者である皇帝に宗教的権

力も与えたのだ。

その後大きな事件。ピョートル大帝、ロシアをヨーロッパに結びつけたことで有名、ロシアで

も。しかし、宗教勢力には過激な抑え方をした。宗務院（シノード）の設立、という事件。こ

れ何？これによって宗教的勢力は力を振るえなくなる、世俗権力が勝利を収めた事件。皇帝は

神の代理人であるという伝統が追い風になった。政治権力を抑制・規制するというものはロシ

アにはなかった。ヨーロッパは政治と宗教は互いに干渉しないという取り決めを行っていた

が、ロシアは違った。

政治勢力が宗教勢力を圧倒して、その後も脈々といきている。

貴族について。
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政治権力を握る貴族（支配的貴族階級）と教会指導部を破るには、士族階級の身分制的権利と

特権の拡大、氏族の要求を取り入れた改革を実現して、士族の支持を集めるという方法があっ

たが、ツァーリは違った。結局政府は一部の士族からなる特別警察部隊（武装集団）を作り、

武力で２勢力を押さえつけた。

雷帝は、これだけで完全な権力を得られたわけではなく、皇族の血が途絶えたとき、貴族が新

しい王朝を作らざるを得なくなる。貴族が全国会議を開き、～王朝を発足。全国会議は時々開

かれる程度だったので、貴族はそこまで権力は持たず、結局また貴族は権力を抑えられようと

するわけだ。

それで、ピョートルの登場。家柄や出自で影響力を持っているのが気に食わない。誰でも国家

に勤務しなければならない、というようにして、官等表というものを作る。国家にどれだけ年

間で寄与・貢献しているのかを表すのだが、貴族のみならず、いろんな人の記載を認め、あら

ゆる人を支配下に置こうとした。この結果、社会の中で有能な人物が、国家権力を抑制する・

矯正するということができなくなってしまった。１８では工業が発達していなく、富を得るに

は国家権力に関わるしかない。そこで、官等表をつくり、みんな貢献した人を採るようにした

が、これは社会を弱くする結果となった。社会の中のエリートを全部吸収して、ヨーロッパに

追いつこうとしたピョートルの目も重要。

国家への勤務が標準化したが、その結果、国家や君主は社会的秩序への絶対的統制を確立し、

エリートに対する絶対的統制をも確立した。そうすることで、ヨーロッパ勢力に追いつくので

あった。

こうして社会にある政治権力のあり方は、ツァーリに有利に働いていった。

経済権力を持つ人たち。ロシアの中の都市住民がいかに少ないか。９０年以降工業が発達し、

都市住民が急増する。産業を豊かにする勢力というのが少ないのがロシアだった。日本では

１９２０～３０に産業家たちが影響力を持ってくるが、ロシアは遅いね。

ロシア革命で皇帝権力は壊れる。打ち倒した結果として、三権分立とかチェックアンドバラン

スなんて考え方自体ロシアでは模索される過程がほとんど存在していなかった。また偏った権

力になってしまうのだ・・・
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